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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

 高齢化社会においては、動ける体のために骨格筋タンパク量の維持が重要である。骨

格筋タンパク質量はタンパク質合成と分解のバランスにより決定されるため、運動や食

品成分によるこれらの調節とその機構解明に多くの関心が集まっている。私は骨格筋タ

ンパク質の分解について、分解に関与する種々の因子の発現変動だけではなく、分解の

速度を測定するという栄養学として重要かつ基本的な側面から研究を進めた。一連の研

究から、骨格筋タンパク質量の調節にはタンパク質合成だけではなく、分解の制御も重

要であることと、そのアミノ酸による調節機構を明らかにした。 

 骨格筋タンパク質の分解速度を測定するために、非代謝性のアミノ酸である 3-メチル

ヒスチジン（MeHis）を用いた解析を行った。尿中に排泄される MeHis の測定だけではな

く、血中、動静脈差、後肢筋灌流、単離筋肉切片、培養筋細胞においても MeHis を応用

することで、正確かつ短期間の筋原線維分解速度を評価する方法をはじめて確立した。

これらの方法を用いて、食餌の摂取に伴う合成と分解の時間的変化が合成と分解で異な

ることをラットやマウスを用いて明らかにした。さらにロイシン（Leu）の骨格筋タンパ

ク質分解に及ぼす影響を検討し、合成は Leu 摂取直後から促進されるが分解は摂取後３

時間程度から抑制されることを示し、低栄養時において Leu による分解抑制が骨格筋萎

縮の防止に重要であることを示した。また、この時の Leu の分解抑制がユビキチン-プロ

テアソーム系よりもオートファジー-リソソーム系を介することを明らかにした。Leu 以

外のアミノ酸についても網羅的に検討を行い、メチオニン、リジン(Lys)、シトルリンな

どにも分解抑制作用があることを in vivo で示した。Lys については、摂取後の分解抑

制が Akt/mTOR シグナルを介したオートファジー形成のダウンレギュレーションである

ことをラットや培養筋細胞で示し、さらに Lys の代謝産物にも同様の効果があることを

明らかにした。現在は、老化モデルマウスや非運動モデル動物を用いた応用面の研究も

推進している。以上の研究は、アミノ酸の経口的な摂取が低栄養や加齢に伴う骨格筋萎

縮の抑制を可能にすることを示唆しており、高齢化社会における活力ある社会活動の推

進に貢献できると考えられる。 

 この他、私はルチンやヤマブドウポリフェノールなどによる糖尿病合併症の原因とな

るグリケーション抑制、雑穀の脂質代謝に及ぼす影響など、地域素材の健康機能性につ

いても研究を行い、地域振興に貢献している。 
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Vitaminol. 31: 431-440 (1985) 

 

 Nagasawa, T., Kadowaki, M., Noguchi, T., Naito, H.  Heterogenous degradation of myofibrillar 

proteins. Agric. Biol. Chem. 48: 2583-2585 (1984) 

 

 岡田清孝，原博，長澤孝志，山崎研一 骨格筋ポリゾーム・プロファイルにおよぼす低分

子ペプチド投与の影響. Jpn. J. Parent. Ent. Nutr. 6: 217-221 (1984)  
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＊長澤孝志，舩引龍平，安藤明代. 横隔膜インキュベーション系におけるチロシンおよび

N-メチルヒスチジンの放出に対するプロテアーゼ阻害剤の影響. 日本栄養・食糧学会誌, 
37: 366-368 (1984) 

 
 Nagasawa, T.,  Kadowaki, M.,  Noguchi, T., Naito, H.  The effect of insulin on myofibrillar 

protein degradation in normal and streptozotocin-induced diabetic rats measured by the rate of 

N-methylhistidine release from perfused hindquarters. Agric. Biol. Chem., 46: 3023-3027 (1982) 

 

 Nagasawa, T., Funabiki, R.  Quantitative determination of urinary N-methylhistidine output as an 

index of myofibrillar protein degradation. J. Biochem., 89: 1155-1161 (1981) 

 

 

（3） 過去 5年間の本学会での活動状況  

 

庶務担当理事（平成 28年〜現在） 

代議員（平成 23年〜現在）、 

東北支部支部長（平成 22 年〜平成 24 年、平成 28 年〜現在） 

東北支部副支部長（平成 24 年〜現在） 

第 22 回国際栄養学会議組織委員（平成 28 年〜現在） 

第 15 回アジア栄養学会議募金委員（平成 25 年〜平成 26年） 

J. Nutr. Sci. Vitaminol. 編集委員（平成 16年〜平成 24年） 

第 64 回日本栄養・食糧学会大会実行委員（平成 24 年） 

第 64 回日本栄養・食糧学会大会シンポジウム「運動トレーニングと安静のアミノ酸栄養」オ

ーガナイザーおよび座長（平成 24年） 

第 45 回日本栄養・食糧学会東北支部大会世話人（平成 23年） 

第 45 回日本栄養・食糧学会東北支部大会シ公開ンポジウム「食育の現状と今後のあり方」オ

ーガナイザーおよび座長（平成 23年） 

 

（４） 特記事項 

 

日本栄養・食糧学会 平成 7 年度 奨励賞 筋肉タンパク質の分解機構に関する栄養生化学的研

究 

 


